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阿
蘇
を
訪
れ
た
時
、
ま
ず
初
め
に
ご
案
内
い
た

だ
い
た
の
は
「
熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

K
I
O
K
U
」
で
し
た
。
平
成
28
（
2
0
1
6
）
年
、

震
度
７
の
地
震
が
２
度
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
出

し
た
熊
本
地
震
の
記
憶
を
留
め
、
経
験
や
教
訓
を
活

か
し
て
前
へ
進
も
う
と
い
う
こ
と
で
、
被
災
し
た
南

阿
蘇
村
に
あ
る
旧
東
海
大
学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
を
残

す
形
で
昨
年
完
成
し
ま
し
た
。
復
興
も
進
み
ま
し
た

が
、
こ
の
地
で
の
大
学
の
再
建
は
難
し
い
こ
と
が
わ

か
り
、
多
く
の
学
生
た
ち
が
こ
の
地
に
戻
る
こ
と
は

な
い
そ
う
で
す
。「
観
光
で
の
人
の
交
流
は
大
事
だ

け
れ
ど
、
今
は
こ
の
町
で
住
む
人
、
働
く
場
が
何
よ

り
必
要
だ
よ
ね
」
と
い
う
切
実
な
声
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

こ
の
地
域
の
人
の
つ
な
が
り
は
大
変
強
く
、
災
害

の
時
に
も
近
隣
か
ら
す
ぐ
さ
ま
応
援
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。
地
域
の
交
流
や
魅
力
づ
く
り
も
、
ま
ず
先
に

実
行
し
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
と
大
分
県
に
ま
た
が
る
有
数
の
観
光
地
で

あ
る
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
、
そ
の
カ
ル
デ
ラ
に

広
が
る
大
草
原
で
は
古
く
か
ら
牛
や
馬
が
放
牧
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
野
焼
き
は
草
原
の
森
林
化
を
防
ぎ
、

防
虫
、
萌
芽
な
ど
の
目
的
で
1
0
0
0
年
続
い
て
い

る
と
い
う
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。
阿
蘇
カ
ル
デ

ラ
の
草
原
は
、
自
然
と
人
々
の
営
み
が
織
り
な
し
た

世
界
に
類
の
な
い
美
し
い
風
景
で
す
。
赤
牛
を
育
て

る
こ
と
、
赤
牛
を
食
す
る
こ
と
、
育
て
る
人
が
暮
ら

す
こ
と
、
そ
れ
ら
が
循
環
し
て
初
め
て
阿
蘇
の
美
し

い
風
景
を
後
世
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
安

全
に
野
焼
き
を
進
め
る
た
め
に
も
大
勢
の
人
が
必
要

で
す
。高
齢
化
も
進
む
中
、野
焼
き
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
っ
て
、
研
修
を
義
務
づ
け
た
上
で
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
阿
蘇
の
草
原
を
守
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
南
小
国
町
に
あ
る
黒
川
温
泉
は
、
小
さ
な

山
間
の
温
泉
地
で
す
。
20
数
軒
の
小
さ
な
宿
を
ひ

と
つ
の
旅
館
と
し
て
、
ま
た
小
路
は
旅
館
を
つ
な

ぐ
廊
下
に
見
立
て
、
共
通
の
下
駄
を
履
い
て
温
泉
街

を
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
湯
巡
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
9
8
6
年
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
が
、
さ
ら
に

進
化
し
て
次
世
代
へ
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
当
時

始
め
ら
れ
た
植
樹
活
動
は
、
造
園
で
も
人
工
林
で
も

な
く
、
自
然
に
還
す
た
め
の
木
々
で
あ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
分
県
か
ら
熊
本
の
一
連
の

観
光
地
を
結
ぶ
「
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
を
通
じ

て
、
美
し
い
風
景
を
守
ろ
う
と
い
う
活
動
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
道
づ
く
り
の
活
動
で
残

念
に
思
う
こ
と
は
、
自
治
体
境
で
途
切
れ
て
し
ま
い

が
ち
な
こ
と
で
す
。
道
路
は
自
治
体
の
境
界
線
も
な

く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
2
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
や

ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
の
一
斉
清
掃
活
動
に
は
、
県

を
ま
た
い
で
2
0
0
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
ま
し
た
。沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い
に
歩
い
て
み
る
と
、

未
だ
車
か
ら
の
ポ
イ
捨
て
に
よ
る
大
量
の
ゴ
ミ
が
残

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
旅
す
る
側
の
モ
ラ
ル
も
大
切
な
こ
と
、
熱

い
意
志
で
行
動
し
な
い
と
美
し
い
風
景
は
次
世
代
に

つ
な
げ
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
な
が
ら
東
京
に

戻
る
と
、
渋
谷
で
大
き
な
招
き
猫
の
展
覧
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
白
と
赤
の
丸
い
お
顔
の
招
き
猫
で

す
。
2
年
前
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
す
が
、
あ
る
理

由
で
真
っ
黒
に
塗
り
代
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
作
者

の
強
い
思
い
か
ら
１
年
を
か
け
て
元
の
姿
に
修
復
し

た
そ
う
で
す
。「
苦
難
に
あ
っ
て
も
、
強
い
思
い
が

あ
れ
ば
ま
た
元
の
姿
に
戻
れ
ま
す
」
と
。

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
や
地
域
に
心
よ
り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
多
く
の
人
の
強
い
思
い
と
行
動
で
1

日
も
早
く
元
の
姿
に
戻
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

遙かに連なる阿蘇の山々（熊本県南
みなみ

小
お

国
ぐに

町
まち

）

写真キャプション
阿蘇くじゅう国立公園の広大
な草原で行われる「野焼き」。
火山灰の覆う土地で1000年
以上も前から受け継がれてき
た。人々は火で大地の生命力
を引き出し、草原を守り育て
る。豊かな草が牛を育み、そ
の傍らに多くの命が息づく。
長年にわたる自然と人と動物
の織り成すサイクルが、町の
暮らしを静かに支えていく。

我
が
町
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
、
後
世
へ
繋
ぐ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

青あ
お

山や
ま 

佳か

世よ

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て

　

専
門
家
を
派
遣
す
る
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決
モ
デ
ル
都
市
」
の
募
集
を
開
始

　

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局　

参
事
官
補
佐　

小
西　

晋
一
…
⑵

地
域
農
政
未
来
塾
最
優
秀
論
文
受
賞
者
を
訪
ね
て

　

ー
生
源
寺
塾
長
が
山
形
県
小
国
町
を
訪
問
ー
＝
山
形
県
小
国
町
������������
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町
村
ご
当
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キ
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じ
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ん
��������������������������

























⑾

縦
か
ら
横
へ
������������������

















佐
賀
県
有
田
町
長　

松
尾　

佳
昭
…
⑿

p01 3267_町村週報表紙.indd   1p01 3267_町村週報表紙.indd   1 2024/02/06   14:53:422024/02/06   14:53:42



１１
．．��

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
新
た
な
施
策
の
ス
タ
ー
ト

―
新
た
な
施
策
の
ス
タ
ー
ト
――

小
規
模
な
自
治
体
の
「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
」
お
よ
び
「
地
域
活
性
化
」
を

促
進
す
る
た
め
、専
門
家
を
派
遣
す
る「
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決
モ
デ
ル
都

市
」
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
新
事

業
を
以
下
の
5
章
で
詳
し
く
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
引
き
続
き

「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
や
「
広
域
連
携

S
D
G
s
未
来
都
市
」
な
ど
、
地
方
創
生

S
D
G
s
の
取
組
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
H
P
）
の

リ
ン
ク
（
※
1
）
は
本
文
の
最
後
に
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス

し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
深
く
理
解
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

22
．．
S
D
S
D
GG
ss
未
来
都
市
の
募
集

未
来
都
市
の
募
集

内
閣
府
で
は
地
方
創
生
S
D
G
s
の
達

成
に
向
け
、
優
れ
た
S
D
G
s
の
取
組
を

提
案
す
る
自
治
体
の
中
で
も
、
S
D
G
s

の
理
念
に
沿
っ
た
基
本
的
・
総
合
的
取
組

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
都
市
・
地
域
の
中

か
ら
、
特
に
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
三

側
面
に
お
け
る
新
し
い
価
値
創
出
を
通
し

て
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
高
い
地
方
自
治
体
を

「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
先

導
的
な
取
組
を
「
自
治
体
S
D
G
s
モ
デ

ル
事
業
」
と
し
て
支
援
し
、
成
功
事
例
の

普
及
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

1
8
2
都
市
、
う
ち
町
村
は
27
都
市
が

「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。（
資
料
1
）

2
0
2
4
年
度
も「
S
D
G
s
未
来
都
市
」

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
募
集
に
関
す
る
要

提案者の種別 補助金額
・補助率

複数の市区町村による連携事業 1,500万円
【補助率2/3】

都道府県及び複数の市区町村
による連携事業

2,000万円
【補助率1/2】

補助区分 対象経費 補助金額・補助率

全体マネジメント・
普及啓発等経費

計画策定、事業実施体制の構築、
普及啓発活動 など 1,000万円【定額】

事業実施経費
外注費（工事請負、システム開発等）、

委託料 など 1,000万円【補助率1/2】

エネルギー、
気候変動 等

補
助
金

令和６年度 補助金 総額 0.5億円（案）令和６年度 補助金 総額 2.0億円（案）

ＳＤＧｓ未来都市・自治体SDGsモデル事業

地方公共団体がSDGsの理念に沿って『経済・社会・環境の三側面の統合的取組』によ
りSDGsの達成に向けた優れた取組を提案する都市を「SDGs未来都市」として選定。
また、 SDGs未来都市に選定さ多様なステークホルダーとの連携を通し、地域における自
律的好好循環の形成が見込まれる、特に先導的な事業を「自治体SDGsモデル事業」とし
て選定し、補助金による支援を行う。
⇒現在までに、「SDGs未来都市」を182都市、「自治体SDGsモデル事業」を60事業選定。

複数の地方公共団体が広域で連携し、人的・財
政的スケールメリットを活かしつつSDGsの理念に
沿って、地域活性化を目指す好事例を「広域連携
ＳＤＧｓ未来都市」として選定し、補助金による
支援を行う。
⇒現在までに５事業選定。

広域連携SDGs未来都市

概
要

経済

自治体SDGｓ推進事業費補助金
三側面をつなぐ統合的取組

社会

環境

経済成長と雇用、
インフラ、産業化、
イノベーション等

少子高齢化
人口減少
保健、教育等

複
数
の

地
方
公
共
団
体
に
よ
る

広
域
連
携

【SDGsの理念】
経済・社会・環境の
三側面の統合的取組

地域の
デジタル化、脱炭素化等に取組み、

地域活性化を目指す

(備考)
・連携には、人口5万人未満の地方

公共団体を1団体以上含むこと。
・遠隔の地方公共団体との連携も可能。
・３団体以上の連携が望ましい。

資料１．「ＳＤＧｓ未来都市・自治体SDGsモデル事業」、「広域連携SDGs未来都市」

政　策

地方創生に向けたSDGsの推進について地方創生に向けたSDGsの推進について

内閣府地方創生推進事務局　参事官補佐　小西　晋一内閣府地方創生推進事務局　参事官補佐　小西　晋一

専門家を派遣する「地方創生SDGs課題解決専門家を派遣する「地方創生SDGs課題解決
モデル都市」の募集を開始モデル都市」の募集を開始
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８０００



億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２０００



億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８０００



億
円
の

う
ち
６
０００


億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０００


億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

領
、
提
案
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

H
P
（
※
2
）
に
て
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

提
案
受
付
期
間
は
、
令
和
６
年
２
月
13

日
（
火
）
か
ら
２
月
26
日
（
月
）
正
午
ま

で
で
す
。

３３
．．��
広
域
連
携

広
域
連
携
S
D
S
D
GG
ss
未
来
都
市

未
来
都
市

の
募
集

の
募
集

中
長
期
を
見
通
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
小
規
模
な
自
治
体
を

含
む
複
数
の
自
治
体
が
広
域
で
連
携
し
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
や
相
互
補
完
に
よ
り

実
行
可
能
性
を
高
め
つ
つ
、
S
D
G
s
の

理
念
に
沿
っ
て
、
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

脱
炭
素
化
等
に
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化

を
目
指
す
好
事
例
を
「
広
域
連
携
S
D
G
s

未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
地
方
自
治
体
の
広
域
連
携

の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
成
功
事

例
の
普
及
展
開
を
行
い
、
全
国
の
地
方
創

生
の
深
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
度
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
2
0
2
2
年
度
は

4
事
業
、
2
0
2
3
年
度
は
1
事
業
が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
資
料
1
）

2
0
2
4
年
度
も
「
広
域
連
携
S
D
G
s

未
来
都
市
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
募
集

に
関
す
る
要
領
、
提
案
様
式
等
に
つ
い
て

は
、
内
閣
府
H
P
（
※
3
）
に
て
公
表
し

て
お
り
ま
す
。

提
案
受
付
期
間
は
、
令
和
６
年
３
月
11

日
（
月
）
か
ら
３
月
19
日
（
火
）
正
午
ま

で
で
す
。

４４
．．��

全
国
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

全
国
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

み
る
み
る
S
D
S
D
GG
ss
の
取
組
状
況

の
取
組
状
況

内
閣
府
で
は
、
2
0
2
4
年
度
ま
で
に

「
S
D
G
s
達
成
に
向
け
た
取
組
を
行
っ

て
い
る
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
の
割

合
」
を
60
%
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、
全
国
自
治
体
の
実
施
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
、2
0
1
8
年
度
よ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

喜
ば
し
い
こ
と
に
、
年
々
「
S
D
G
s
達

成
に
向
け
て
取
組
を
推
進
し
て
い
る
」
と

の
回
答
割
合
が
増
加
し
、
今
年
2
0
2
3

年
度
に
は
65
％
と
目
標
を
超
え
る
結
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
成
果
は
、

自
治
体
の
皆
さ
ま
方
の
継
続
的
で
熱
心
な

取
組
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借

り
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
数
値
的
に
は
進
展
し

て
い
る
も
の
の
、
小
規
模
な
自
治
体
ほ
ど

S
D
G
s
の
取
組
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
傾

向
は
例
年
と
同
じ
で
し
た
。
よ
り
詳
細
な

分
析
の
結
果
、
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
原

因
と
し
て
「
先
行
事
例
や
成
功
事
例
が
な

い
」、「
行
政
内
部
で
の
理
解
、
経
験
や
専

門
性
が
不
足
」、「
専
門
家
の
支
援
が
不
足
」

と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
資
料
2
・
資
料
3
）（
※
4
）

こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
内
閣
府
で
は
、
モ

デ
ル
事
業
の
事
例
集
作
成
、
成
果
報
告
会

資料２．ＳＤＧｓに関する全国アンケート調査（自治体規模別）

推進しておらず今後推進していく予定もない今後推進を検討していく予定がある

今後推進していく予定がある推進している

2023年度 都道府県（n=47）

人口50万人以上の自治体（n=34）

人口5万人以上50万人未満の
自治体（n=449）

人口5千人以上5万人未満の
自治体（N=742）

人口5千人未満の自治体（n=213）

自治体
規模

大

小

（総回答数：N=1,485）
97.9％
（46）

100％
（34）

94.9％
（426）

1.1％（5）

76.1％
（565）

7.4％
（55）

13.7％
（102）

5.2％
（11）

14.1％
（30）

48.4％
（103）

32.4％
（69）

2.7％（12）

2.7％（20）

2.1％（1）

小

2022年度 都道府県（n=47）

人口50万人以上の自治体（n=32）

人口5万人以上50万人未満の
自治体（n=434）

人口5千人以上5万人未満の
自治体（N=734）

人口5千人未満の自治体（n=217）

自治体
規模

大

（総回答数：N=1,464）
95.7％
（45）

100％
（32）

88.2％
（383）

6.0％
（26）

0.9％（4）4.8％（21）

67.0％
（492）

13.5％
（99）

17.2％
（126）

7.4％
（16）

21.7％
（47）

37.3％
（81）

33.6％
（73）

2.1％（1）

2.3％（17）

2.1％（1）

1.3％（6）

Ｑ：ＳＤＧｓ達成に向けて取り組みを推進されていますか？（クロス集計）

資料３．ＳＤＧｓに関する全国アンケート調査（ＳＤＧｓ推進に際しての課題や障壁）

国等に関連するバリアー（複数回答可） N=1485

36.4% 541

30.8% 457

27.5% 408

25.3% 375

23.8% 353

14.5% 216

3.3% 49

先行事例や成功事例がないためどのように推

進すればいいのかわからない

国や地域全体の盛り上がりに乏しい

国等からの補助や支援が不足している

国や他の都道府県・市区町村との連携が不足し

ている

国の方針が分かりづらいため、どのように推進

すればいいのかわからない

特になし

その他

自治体内部におけるバリアー（複数回答可） N=1485

67.5% 1002

48.4% 719

42.4% 629

22.1% 328

7.7% 115

5.4% 80

2.8% 42

行政内部での予算や資源に余裕がなない

行政内部署間の職務分掌の問題や、優先度を

めぐる認識に差がある

自治体職員の関心が低いため、SDGs推進の理

解が得られない

特になし

首長や議会の関心が低いため、SDGs推進の理

解が得られない

その他

行政内部での理解、経験や専門性が不足してい

る

他の自治体との連携に関するバリアー（複数回答可） N=1485

32.7% 485

30.7% 456

28.0% 416

14.9% 222

14.9% 221

9.5% 141

3.1% 46その他

先行事例や成功事例がないため

どのように推進すればいいのか分からない

連携して取り組むと調整が

煩雑のため事業実施が困難となる

他の都道府県・市区町村との連携が不足してい

る

国等からの補助や支援が不足している

特に無し

連携して取り組むべき課題や事業がない

他の関係者との連携に関するバリアー(複数回答可） N=1485

36.2% 538

28.8% 428

20.8% 309

9.2% 136

7.8% 116

7.7% 115市民団体/NPOの関心が低いため　SDGs推進

の理解が得られない

専門家の支援が不足している

特に無し

地域住民の関心が低いため、SDGs推進の理解

が得られない

地域事業者・業界団体・金融機関の関心が低い

ため、ＳＤＧｓ推進の理解が得られない

その他
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等
に
よ
る
普
及
展
開
活
動
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て

「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決
モ
デ
ル
都

市
」
と
し
て
選
定
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

支
援
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
（
資
料

４
）。
次
の
章
に
て
詳
細
に
説
明
し
ま
す
。

５５
．．�� 【
新
規
】「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

【
新
規
】「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

課
題
解
決
モ
デ
ル
都
市
」
の
募
集

課
題
解
決
モ
デ
ル
都
市
」
の
募
集

本
事
業
は
、
人
材
や
専
門
性
が
限
ら
れ

て
い
る
自
治
体
等
に
、
地
方
創
生
の
経
験

や
知
見
の
あ
る
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
小
規
模
な
自
治
体
に
共
通
す
る
喫

緊
か
つ
深
刻
な
地
域
課
題
に
対
す
る
先
進

的
・
試
行
的
な
解
決
策
を
講
じ
、
そ
の
計

画
か
ら
結
果
ま
で
公
表
す
る
こ
と
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
地
域
活
性
化
や

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

提
案
書
に
は
、
地
域
概
要
、
自
治
体
内

部
で
整
理
し
抽
出
し
た
課
題
、事
業
経
費
、

指
定
す
る
専
門
家
等
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
専
門
家
に
は
事
前
に
連
絡

を
と
り
承
諾
を
得
た
後
に
提
案
を
お
願
い

し
ま
す
。
提
出
後
は
検
討
会
に
て
、
課
題

の
深
刻
度
、
喫
緊
度
、
共
通
性
・
モ
デ
ル

性
を
審
査
し
支
援
す
る
自
治
体
を
採
択
い

た
し
ま
す
。
募
集
に
関
す
る
要
領
、
提
案

様
式
等
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
Ｈ
Ｐ
（
※

５
）
に
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

提
案
受
付
期
間
は
令
和
６
年
３
月
11
日

（
月
）
か
ら
３
月
19
日
（
火
）
正
午
ま
で

で
す
。

６６
．．��

2
0
2
3

2
0
2
3
年
度
事
例
集

年
度
事
例
集
! ! 

1212
月
発
行

月
発
行

2
0
2
3
年
度
に
「
自
治
体
S
D
G
s

モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た
10
事
業
に

加
え
て「
広
域
連
携
S
D
G
s
未
来
都
市
」

に
選
定
さ
れ
た
1
事
業
に
つ
い
て
、
事
例

集
を
発
行
し
ま
し
た
。
各
自
治
体
の
主
な

取
組
や
展
望
、
自
治
体
お
よ
び
連
携
す
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
生
の
声
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
本
事
例
集
が
各
自
治
体
や
企

業
の
皆
さ
ま
の
S
D
G
s
に
関
す
る
取
組

推
進
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。（
資

料
5
・
※
6
）

７７
．．��

内
閣
府
に
よ
る
自
治
体
へ
の
取

内
閣
府
に
よ
る
自
治
体
へ
の
取

組
支
援

組
支
援

事
例
集
に
加
え
、
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
内
閣
府
の
取
組
に
、「
S
D
G
s
未

来
都
市
」成
果
報
告
会（
以
下
成
果
報
告
会
）

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
成
果
報
告
会
で

は
、
計
６
自
治
体
が
「
こ
れ
ま
で
の
取
組

状
況
」
や
、「
苦
労
し
た
点
」、「
今
後
の
展
望
」

等
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
方
創
生
S
D
G
s

の
推
進
に
お
い
て
貴
重
な
ヒ
ン
ト
や
学
び

を
提
供
す
る
機
会
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
未

来
都
市
に
応
募
す
る
都
市
だ
け
で
な
く
、

既
に
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
都
市
も
多

く
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
成
果
報
告
会
の
内

容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
連
資
料
と
と

資料４ ．専門家を派遣する「地方創生ＳＤＧｓ課題解決モデル都市」を選定

専門家の支援が不足している

地域事業者等の関心が低いため
SDGs推進の理解が得られない

市民団体/NPOの関心が低いため
SDGs推進の理解が得られない

その他

特になし

複数回答可（回答自治体数：N=1,464）
0 400200（件） 800600

359
（25％）

162（11％）

122
（8％）
118（8％）

（40％）
n=590

n=452
（31％）

地域住民の関心が低いため
SDGs推進の理解が得られない

背
景

約４割の自治体でＳＤＧｓを推進する専門家
が不足（有効回答1,464団体のうち590団体）

概
要

• 多くの自治体に共通する喫緊かつ深刻な地域
課題に、先進的・試行的な解決策を講じるた
め、小規模な自治体に対し、地方創生SDGs
の経験や知見のある人材の活用を支援。

• 計画から結果まで公表することによりSDGs
の理念に沿った地方創生を促進。

スキーム

課題の例

課題の抽出・整理

・高齢者や障害者
のクリーンな移
動手段の創設と
手配ツール導入

・放置林を防止す
るため、民有林
の管理などの取
組の実施や仕組
みの形成

自治体の課題を申請。
深刻度、喫緊性、共通
性等を優先し審査。

事業の申請

地方創生の経験や知
見を持った人材を派
遣し、課題解決に取
り組む。

専門家の活用

放置林増加

など
高齢者孤立化

計画、結果を公表す
ることにより、地方
創生を推進

公表

対象経費の1/2 上限1,000万円(国費)補助額

[NEW]

１月下旬 募集要領公表

３月 1 9日 専門家選択・提案書〆切

３月～４月 審査期間

５月～６月 交付申請・交付決定

７月～ 1 2月 事業実施

３月 実績報告

６
年
度

５
年
度

2023年度 自治体SDGsモデル
事業及び広域連携モデル事業の
選定都市について、取組内容や関
係者インタビューを掲載。

●自治体SDGsモデル事業
01）青森県弘前市
02）東京都大田区
03）東京都東村山市
04）新潟県佐渡市
05）石川県野々市市
06）福井県大野市
07）山梨県
08）兵庫県
09）島根県松江市
10）宮崎県延岡市
●広域連携SDGsモデル事業
11）佐賀県鹿島市・太良町

地方創生推進
事務局HP

資料５ ．事例集

政　策
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も
に
動
画
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
※
7
）

さ
ら
に
、
昨
年
度
に
好
評
を
い
た
だ
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
、
本
年
度
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
相
談
会
で
は
、

S
D
G
s
の
基
礎
か
ら
S
D
G
s
未
来
都

市
、
地
方
創
生
S
D
G
s
官
民
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
、
地
方
創
生
S
D
G
s
金
融
等

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
質
問
や
お

困
り
ご
と
に
対
し
て
、
1
対
1
で
お
答
え

い
た
し
ま
す
。
お
忙
し
い
中
で
す
が
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
】https://form

.
ca
o
.g
o
.jp
/ch
iik
i/o
p
in
io
n
-0341.

htm
l８８

．．��

地
方
創
生

地
方
創
生
S
D
G
s

S
D
G
s
官
民
連
携

官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用

デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
な
ど
、
行
政
へ

の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る

中
、
自
治
体
内
だ
け
で
は
解
決
が
で
き
な

い
課
題
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
内
閣
府
で

は
、
S
D
G
s
の
国
内
実
施
を
促
進
し
、

よ
り
一
層
の
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
広
範
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
官
民

連
携
の
場
と
し
て
、「
地
方
創
生
S
D
G
s

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
①
解
決
し

た
い
地
域
課
題
を
自
治
体
が
登
録
し
、
②

そ
れ
を
見
た
民
間
企
業
が
自
社
の
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
解
決
策
を
提
案
す

る
、
③
そ
の
後
、
適
切
な
解
決
策
を
提
案

し
た
民
間
企
業
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
、
新
た
な
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
出
す
る
仕
組
み
で

す
。
現
在
、
全
国
の
自
治
体
の
65
％
、

1
、
1
4
3
団
体
、
民
間
企
業
は

6
、
2
9
2
団
体
（
2
0
2
3
年
12
月
末

時
点
）
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
地

方
創
生
S
D
G
s
に
関
す
る
情
報
収
集
・

交
換
や
官
民
連
携
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
地
域
課
題
を
抱
え

て
い
る
自
治
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ

ひ
そ
の
課
題
を
ご
登
録
い
た
だ
く
な
ど
、

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
積
極
的
に
ご
活

用
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。（
※
8
）

９９
．．��
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

こ
の
度
、
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
て
い
た
ご

要
望
に
お
応
え
す
べ
く
、「
課
題
引
用
登

録
機
能
」、「
課
題
フ
ォ
ロ
ー
機
能
」
の
２

つ
の
機
能
を
新
た
に
実
装
い
た
し
ま
し
た
。

「
課
題
引
用
登
録
機
能
」
は
す
で
に
登
録

さ
れ
て
い
る
他
自
治
体
の
課
題
内
容
を
引

用
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
と

な
っ
て
お
り
、
類
似
の
課
題
を
登
録
す
る

際
の
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
課
題
フ
ォ
ロ
ー
機
能
」
は
す
で
に
登

録
さ
れ
て
い
る
他
自
治
体
の
課
題
を
見

て
、「
我
が
自
治
体
も
類
似
の
課
題
が
あ

る
」、「
課
題
に
共
感
で
き
る
」
場
合
に
、

ク
リ
ッ
ク
１
回
で
、
そ
の
課
題
を
自
団
体

の
課
題
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
能
で
、
フ
ォ
ロ
ー
元
の
課
題
と
同
じ
よ

う
に
民
間
団
体
等
か
ら
の
提
案
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
紹
介
し
ま
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
、

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
9
）
に
て
公

開
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ま
と
一
緒
に
地
方
創
生
S
D
G
s
の

達
成
に
向
け
て
歩
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1010
．
内
閣
府
問
い
合
わ
せ
先

．
内
閣
府
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

メ
ー
ル
：g.Local-governm

ents-
S
D
G
s@
cao.go.jp

1111
．．
各
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク

各
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク

※
1　

内
閣
府　

地
方
創
生
S
D
G
s

�https://w
w
w
.chisou.

g
o
.jp
/tiik

i/k
a
n
k
yo
/

index.htm
l

※
2　

2
0
2
4
年
度
S
D
G
s
未
来
都

市
・
自
治
体
S
D
G
s
未
来
都
市
の
選
定

に
つ
い
て

��h
ttp
s://w

w
w
.ch
iso
u
.g
o
.jp
/

tiik
i/k
a
n
k
yo
/teia

n
/sd

g
s_�

2024sentei.htm
l

※
3　

2
0
2
4
年
度
広
域
連
携
S
D
G
s

未
来
都
市
の
選
定
に
つ
い
て

�h
ttp
s://w

w
w
.ch
iso
u
.g
o
.jp
/�

tiik
i/k
a
n
k
y
o
/teia

n
/sd

g
s
_

koui kirennkei_2024.htm
l

※
4　

S
D
G
s
に
関
す
る
全
国
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

�h
ttp
s://w

w
w
.ch
iso
u
.g
o
.jp
/

tiik
i/k
a
n
k
yo
/k
a
ig
i/sd

g
s_

enquete_chousa.htm
l

※
5　

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決
モ

デ
ル
都
市
の
選
定
に
つ
い
て

�h
ttp
s://w

w
w
.ch
iso
u
.g
o
.jp
/

t
iik

i/
k
a
n
k
y
o
/
2
0
2
4
_

sesakushien.htm
l

※
6　

2
0
2
3
年
度
事
例
集

�h
ttp
s://w

w
w
.ch
iso
u
.g
o
.jp
/

tiiki/kankyo/jirei/2023jirei.htm
l

※
7　

S
D
G
s
未
来
都
市
成
果
報
告

�h
ttp
s://w

w
w
.ch
iso
u
.g
o
.jp
/

tiiki/kankyo/m
iraitoshi-seika_

r5.htm
l

※
8　

地
方
創
生
S
D
G
s
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
加
入
申
し
込
み

�h
ttp
s://fu

tu
re-city.

go.jp/platform
/

※
9　

地
方
創
生
S
D
G
s
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

�h
ttp
s://fu

tu
re-city.g

o
.jp
/

p
la
tfo

rm
/
in
fo
rm
a
tio
n
/

info230821.htm
l

な
お
、
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業

及
び
広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
は
、

国
会
の
動
向
等
に
よ
り
、
補
助
金
に
係
る

内
容
に
つ
い
て
、
変
更
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
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全
国
町
村
会
の
地
域
農
政
未
来
塾
（
塾
長
・

生
源
寺
眞
一
（
公
財
）
日
本
農
業
研
究
所
研

究
員
）
は
、
平
成
28
年
に
開
講
、
令
和
２
年

度
の
中
断
を
除
き
、
現
在
７
期
が
開
講
し
て

い
る
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
20
名
の

塾
生
は
、
講
義
の
ほ
か
４
名
の
主
任
講
師
の

指
導
の
も
と
で
各
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
議
論
、

総
仕
上
げ
と
し
て
修
了
論
文
を
執
筆
す
る
。

修
了
式
で
は
、
塾
長
が
最
優
秀
論
文
賞
、

優
秀
論
文
賞
を
選
定
し
、
表
彰
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
（
第
６
期
）
の
最
優
秀
論
文

に
選
ば
れ
た
の
は
、
山
形
県
小
国
町
職
員
、

小
松
佳
帆
里
さ
ん
の
「
地
域
資
源
を
活
用
し

て
つ
な
ぐ
鳥
獣
被
害
対
策
の
未
来
～
『“
白

い
森
”
お
ぐ
に
の
マ
タ
ギ
文
化
』
の
視
点
か

ら
～
」
だ
っ
た
。

令
和
５
年
10
月
に
生
源
寺
塾
長
が
現
地
を

訪
ね
、
小
松
さ
ん
の
近
況
を
は
じ
め
仁
科
洋

一
町
長
、
歴
代
の
地
域
農
政
未
来
塾
の
受
講

生
と
も
懇
談
、
地
域
農
政
未
来
塾
の
意
義
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

小
国
町
の
概
要

山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
は
、
山
形
県
の

南
部
、
新
潟
県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
、
人

口
７
、
０
８
５
人
（
令
和
4
年
1
月
住
民
基

本
台
帳
人
口
）
の
町
で
あ
る
。
面
積
は
東
京

23
区
よ
り
も
広
い
７
３
７
・
５６
㎞
、
9
割
以

上
は
ブ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
広
葉
樹
林
に
覆

わ
れ
て
い
る
。

森
林
の
多
く
を
占
め
る
ブ
ナ
の
樹
皮
が
白

い
こ
と
や
、
町
全
体
が
冬
に
雪
に
覆
わ
れ
白

く
な
る
こ
と
か
ら
、「
白
い
森
」
と
表
現
し
、

「
白
い
森
の
国
お
ぐ
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、町
に
は
森
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、

長
い
時
間
を
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
「
ブ
ナ

文
化
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
生
活
文
化
が
存

在
し
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
野
生
動
物
を
捕

▲�山形県小国町小玉川地区にある「マタギの郷交流館」前で。地域農政未来塾・生源寺眞一塾長（右）、令和４年度同塾の最優秀論
文賞受賞者・小松佳帆里さん（左）。

山形県

小国町

小お

国ぐ
に

町ま
ち

山
形
県

地
域
農
政
未
来
塾

　
最
優
秀
論
文
受
賞
者
を
訪
ね
て

�

生
源
寺
塾
長
が
山
形
県
小
国
町
を
訪
問
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獲
す
る
「
マ
タ
ギ
」
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
る
。

論
文
執
筆
の
背
景

小
松
さ
ん
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
地

域
資
源
を
活
用
し
て
つ
な
ぐ
鳥
獣
被
害
対
策

の
未
来
～
『“
白
い
森
”
お
ぐ
に
の
マ
タ
ギ

文
化
」
の
視
点
か
ら
～
」。

鳥
獣
被
害
対
策
を
テ
ー
マ
に
お
い
た
背
景

に
は
、
小
松
さ
ん
自
身
の
関
心
と
活
動
が
あ

る
。
大
学
在
学
中
に
町
を
訪
れ
、
地
元
の
マ

タ
ギ
と
知
り
合
い
、彼
ら
が
山
を
大
切
に
し
、

「
山
の
神
様
か
ら
授
か
っ
た
」（
小
松
さ
ん
）

獲
物
を
仲
間
で
平
等
に
分
配
し
、
決
し
て
無

駄
に
す
る
こ
と
の
な
い
姿
に
触
れ
た
。
や
が

て
、
マ
タ
ギ
の
世
界
に
強
く
惹
か
れ
、
自
ら

狩
猟
免
許
を
取
得
。
天
童
市
か
ら
小
国
町
に

移
住
し
、
町
の
職
員
と
な
っ
た
。

小
松
さ
ん
は
役
場
職
員
と
し
て
勤
務
す
る

一
方
、
猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
動

し
て
い
る
。マ
タ
ギ
た
ち
と
の
会
話
の
中
で
、

「
高
齢
化
が
進
み
、
も
う
継
続
で
き
な
く
な

る
の
で
は
」
と
い
う
声
を
聞
き
、
危
機
感
を

抱
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

町
の
鳥
獣
害
対
策
と
小
松
論
文
に 

お
け
る
政
策
提
案

小
国
町
で
は
、「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

に
基
づ
き
各
種
被
害
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
２
つ
の
取
組
が
あ
り
、
１
つ
が
防
護
柵

の
設
置
等
に
関
す
る
取
組
、
も
う
１
つ
が
、

捕
獲
等
に
関
す
る
取
組
だ
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
町
の
狩
猟
者
で
構
成

さ
れ
た
小
国
町
猟
友
会
の
会
員
全
員
が
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
、

８
班
体
制
で
捕
獲
等
に
従
事
し
て
い
る
。
令

和
４
年
４
月
時
点
で
、
93
名
が
会
員
だ
。

町
で
マ
タ
ギ
の
数
が
減
る
と
い
う
こ
と

は
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
行
う
人
が
減
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
小
松
さ
ん
は
こ
れ
を
、「
捕

獲
者
の
減
少
に
伴
う
農
作
物
被
害
の
深
刻
化

に
加
え
、
小
国
町
で
長
年
受
け
継
が
れ
て
き

た
「
マ
タ
ギ
文
化
」
継
承
に
お
い
て
も
大
き

な
課
題
」
と
な
る
と
と
ら
え
、「
マ
タ
ギ
を

増
や
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
を
提
案
す
べ

く
、
現
状
を
分
析
す
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
93
名
の
う
ち
、

60
代
以
上
が
４
分
の
３
を
占
め
て
お
り
、
今

後
の
駆
除
活
動
を
メ
イ
ン
に
担
っ
て
い
く
50

代
以
下
が
少
な
く
、
さ
ら
に
、
８
つ
あ
る
班

ご
と
で
見
て
い
く
と
、
50
代
以
下
の
隊
員
が

２
人
以
下
と
い
う
班
が
５
つ
あ
り
、
担
い
手

が
確
実
に
不
足
す
る
日
が
間
近
に
迫
っ
て

い
る
。

論
文
で
は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
１
つ

が
金
銭
面
の
課
題
で
あ
る
と
す
る
。
狩
猟
免

許
や
銃
の
所
持
許
可
を
新
た
に
取
得
し
た
者

へ
の
補
助
は
町
が
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
活

動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
費
用
に
対
す
る

公
的
な
補
助
が
な
い
。
捕
獲
等
に
従
事
す
る

た
め
の
資
格
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
更
新

の
都
度
、
金
銭
的
な
負
担
が
伴
う
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
小
松
さ

ん
は
、
猟
銃
等
講
習
会
や
射
撃
教
習
に
か
か

る
手
数
料
な
ど
、
猟
銃
所
持
許
可
を
新
規
に

取
得
す
る
際
の
補
助
額
と
、
講
習
受
講
料
な

ど
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
に
対
す
る
補
助
額

を
参
考
に
、
更
新
等
に
か
か
る
費
用
を
算
出

し
た
。
そ
れ
を
町
の
現
状
で
あ
る
93
名
の
状

況
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
必
要
と
な
る
経
費
は

１
年
度
あ
た
り
約
１
０
０
万
円
と
試
算
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
財
源
を
賄
う
た
め
、
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行

い
、「
小
国
町
の
マ
タ
ギ
を
支
援
す
る
」
と

い
う
目
的
で
寄
付
を
促
す
。

小
松
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
「
実
務
的
な
側

面
」（
論
文
講
評
の
場
で
の
生
源
寺
塾
長
の

言
葉
）
で
の
提
案
と
と
も
に
、「
付
加
価
値

と
し
て
の
『
マ
タ
ギ
文
化
』
の
活
用
」
を
提

案
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
小
国
の
マ
タ
ギ
」

▲現役ハンターでもある小松さんのフィールドで話を聞く

▲飯豊山峰を望む

▲�「交流館」ではマタギの歴史や文化に関わる資料を展示して
いる
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を
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
前
述
し
た
金
銭
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
新
し
い
担
い
手
を
生
み

出
す
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
察
し
て
い
る
。
生
源
寺
塾
長
は
小
松

さ
ん
の
論
文
に
つ
い
て
、「
徹
底
し
て
深
い

分
析
、
具
体
的
な
提
案
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
は

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と
思
う
」
と
、
高
く
評

価
し
た
。

小
国
町
に
お
け
る
職
員
の
育
成
と 

地
域
農
政
未
来
塾

小
国
町
で
は
、
今
年
度
を
含
め
、
こ
れ
ま

で
５
名
の
職
員
が
地
域
農
政
未
来
塾
を
受
講

し
て
い
る
。
町
村
役
場
で
は
、
定
員
管
理
の

厳
し
さ
も
あ
り
、
複
数
回
に
わ
た
る
宿
泊
研

修
に
職
員
を
派
遣
す
る
ゆ
と
り
が
な
か
な
か

な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
仁
科
洋
一
小
国
町
長

は
、「
職
員
は
、
積
極
的
に
研
修
に
参
加
し

て
く
れ
、終
え
た
あ
と
、一
回
り
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
る
」
と
述
べ
る
。「（
外
に
出

る
こ
と
で
）
人
や
地
域
の
多
様
性
が
理
解
で

き
、
考
え
方
が
広
が
る
。
１
つ
の
見
方
し
か

で
き
な
い
と
い
う
の
は
困
る
の
で
、
研
修
は

職
員
の
能
力
、
考
え
方
を
広
げ
て
い
く
と
い

う
点
で
必
要
だ
」
と
、
人
材
育
成
の
重
要
性

を
強
調
す
る
。

地
域
農
政
未
来
塾
は
、
月
に
１
回
、
木
曜

日
９
時
か
ら
金
曜
日
17
時
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
３
日
間
程
度
、
職

場
を
不
在
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
塾
へ
の
参

加
に
あ
た
っ
て
は
、本
人
の
意
欲
と
と
も
に
、

職
場
の
理
解
も
欠
か
せ
な
い
。

「
職
場
の
仲
間
は
、
快
く
送
り
出
し
て
く

れ
る
」
と
語
る
の
は
、
塾
５
期
生
で
町
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
担
当
す
る
遠
藤
愛
さ

ん
。
現
在
受
講
中
の
伊
藤
澪
奈
さ
ん
も
、「
頑

張
っ
て
行
っ
て
き
て
と
言
わ
れ
、
フ
ォ
ロ
ー

し
て
も
ら
い
、
あ
り
が
た
い
」
と
周
囲
の
サ

ポ
ー
ト
に
感
謝
す
る
。

20
数
年
前
に
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養

成
塾
」
を
受
講
し
た
阿
部
英
明
副
町
長
は
、

「
未
来
塾
で
お
世
話
に
な
っ
た
講
師
を
町
に

招
く
と
い
っ
た
、つ
な
が
り
が
で
き
て
い
る
」

と
語
る
。
町
か
ら
初
め
て
塾
に
参
加
し
た
２

期
生
で
、
総
務
企
画
課
所
属
の
今こ
ん

美
穂
さ
ん

は
、
今
回
の
訪
問
に
合
わ
せ
、
生
源
寺
塾
長

に
よ
る
職
員
向
け
の
講
演
会
を
企
画
し
た
。

阿
部
副
町
長
の
い
う
講
師
と
の
つ
な
が
り
が

活
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

生
源
寺
塾
長
講
演
：
　
　
　
　
　
　

町
村
職
員
へ
の
期
待

今
さ
ん
の
企
画
を
受
け
、
生
源
寺
塾
長
は

小
国
町
職
員
に
対
し
、「
町
村
職
員
の
皆
様

へ
の
期
待
～
地
域
農
政
未
来
塾
の
経
験
か

ら
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
の
中
で
、
塾
長
は
農
村
が
多
層
的
な

空
間
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
、
農
業
政
策
が

農
村
政
策
と
重
な
り
、
他
の
政
策
と
も
深
く

関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
。
塾
に
参
加
す
る
こ

と
は
、
立
地
条
件
な
ど
多
彩
な
町
村
の
特
色

を
再
確
認
す
る
場
に
な
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
未
来
塾
へ
の
自
身
の
か
か
わ
り
を

通
じ
、
町
村
役
場
の
総
合
力
、
分
野
横
断
的

な
潜
在
力
に
気
づ
か
さ
れ
、
教
え
る
側
が
教

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
振
り
返
り
、
様
々

な
分
野
を
担
当
す
る
町
村
職
員
の
分
野
横
断

的
な
経
験
と
交
流
を
活
か
す
工
夫
が
、
農
村

政
策
に
は
有
益
で
あ
る
と
締
め
括
っ
た
。

訪
問
を
終
え
て

地
域
農
政
未
来
塾
の
受
講
に
つ
い
て
、
小

松
さ
ん
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、「
山
形
県
の
研
修
で

県
内
市
町
村
職
員
と
会
う
機
会
は
あ
っ
て

も
、時
間
が
な
く
お
互
い
を
知
り
合
え
な
い
。

未
来
塾
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
全
国
の
町

▲歴代塾生とともに受講時を振り返った

▲�生源寺塾長を囲んで（前列左から仁科洋一町長、生源寺塾
長、阿部英明副町長。後列左から、塾生の横山さん、遠藤
さん、小松さん、伊藤さん、今さん）

▲生源寺塾長による講演の様子
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村
職
員
と
の
交
流
を
通

じ
、
お
互
い
の
自
治
体
の

こ
と
な
ど
情
報
交
換
で
き

る
場
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
付

け
加
え
た
。　
　

地
域
農
政
未
来
塾
で

は
、
農
政
等
の
分
野
に
お

い
て
第
一
線
で
活
躍
す

る
、
厳
選
さ
れ
た
講
師
が

講
義
す
る
。
本
塾
に
参
加

す
れ
ば
、
関
連
知
識
や
物

の
見
方
、
ゼ
ミ
の
討
論
で

１
つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下

げ
る
力
な
ど
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
今
回
の
訪
問

を
通
じ
て
、
未
来
塾
は
講

師
と
塾
生
、
塾
生
同
士
の

交
流
を
通
し
て
、
視
点
を

拡
げ
、
塾
後
も
続
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
場

で
あ
る
と
も
感
じ
た
。
各

期
の
研
修
人
数
は
多
く
は

な
い
が
、
塾
を
経
験
し
た

町
村
役
場
職
員
は
全
国
で

増
え
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
今
後
も
広
が

る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

全
国
町
村
会　

経
済
農
林
部

—小国町が推進する施策—
●おぐにマルチワーク事業協同組合
　「おぐにマルチワーク事業協同組合」（「おぐマル」）は、令和２
年度に創設された「特定地域づくり事業協同組合制度」を利用、
山形県内で初めて認定を受けた。町役場の総合政策課（当時）が
窓口になり、関係者と調整を経て実現にこぎつけた。
　事務局長は、地域おこし協力隊のOBである。訪れた日は事
務局員で自身も移住者の大塚亮平さんから話を聞いた。小国町の
暮らしには、春は山菜採り、夏は野菜収穫や川での釣り、秋は米
やキノコ狩り、冬は除雪業や味噌の仕込みなど、マルチワーク（複
業。１つの仕事のみに従事するのではなく、同時に複数の仕事に
携わる働き方のこと）の前提となる働き方があるという。現在、
17事業者が加盟しており、各事業者に派遣されるマルチワーカー
７名、事務局員２名で運営している。大塚さんは、事業者は長期
で働ける人を希望しているが、ある程度人が入れ替わっても仕事
が回る環境づくりにマルチワーカーが貢献していると話していた。

●おぐに移住者コミュニティ「つむぐ」
　４期生の横山真由美さんは、塾受講後、移住者コミュ
ニティ「つむぐ」の事業を手掛けた。まず、移住者のニー
ズを聞くため、「移住者女子会」を開催し、そこに地
域の人が参加するような仕組みを整えた。すると、よ
り生活に密着した有益な情報が入ってくるようになっ
た。現在、約 100名が集い、移住者だけでなく、町出
身の大人や高校生、町外に拠点を持ちながら小国町に
関わっている人で構成されている。芋煮会やマルシェ、
クリスマス会といった季節のイベントを開催したり、
地域の方を先生に料理教室を開催したり、地域内の名
所を散策したりと活動の幅は広い。

▲「おぐマル」大塚さんも移住者の一人

▲�移住者は「小国の様々な魅力に気づかせてくれ
る」と横山さん（真ん中）

▲�コワーキングスペース「カモスク（KAMOSQ）」。町で
300年以上続く酒造の石蔵をリノベーションして造られ
た。ここで町の「いま」を知る取組について聞いた

▲�「カモスク」店長の村上友梨さん。壁面の「ブックマン
ション」の説明を聞く
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地方公共団体金融機構

過去の講義を配信中
過去に配信した先進自治体の取組に関する講義をオンデマンドで視聴できます。eラーニングと同様の手
続きでお申し込みください。

講義名 自治体名
和泊町における公会計の活用について 鹿児島県和泊町
公共施設更新問題への対応について 神奈川県秦野市
中空知広域水道企業団経営戦略の策定経過とポイント 北海道中空知広域水道企業団
地方公営企業法の適用に係る取組について 兵庫県香美町
宮城県上工下水一体官民連携運営事業（みやぎ型管理運営方式）について 宮城県
AI を活用した水道管劣化予測について 愛知県豊田市
下水道管路の包括的民間委託について 千葉県柏市
公会計の活用について 熊本県宇城市
盛岡市の公共施設マネジメントの推進について 岩手県盛岡市
岩手県企業局の工業用水道事業に係る事業統合等について 岩手県
妙高市の公営ガス民営化＋上下水道事業の PPP（包括委託） 新潟県妙高市
水道事業の広域化と基盤強化 岩手県中部水道企業団
公営企業会計適用の意義と活用法～経営を見える化して改革～ 福島県三春町など
水力発電施設のコンセッション事業について 鳥取県

追加コンテンツ

基本的制度

・�「地方交付税制度」
・�「市町村職員のための財政分析～New Octagon の活用編～」
・�「自治体職員のための簿記・公会計（地方公営企業の会計処理（基礎編））」
・�「自治体職員のための簿記・公会計（地方公営企業の会計処理（応用編））」
・�「自治体職員のための簿記・公会計（固定資産台帳について）」

制度の現状
と課題等

・�「公営企業の新経営手法」（早稲田大学水循環システム研究所准教授・商学学術院兼担　佐藤裕弥氏）
・�「地方公営企業等の現状と課題」（総務省）
・�「人口減少時代、地方公営企業の使命と活路」（株式会社日本総合研究所 調査部 主席研究員 藻谷浩介氏）
・�「公営企業におけるGXの現状と展望」（北海道大学公共政策大学院教授 宇野二朗氏）
・�「地方公会計の推進と公共施設等の適正管理について」（総務省）

先進自治体
の事例

・�「広島県の水道広域連携の取組について」（広島県）
・�「大分市上下水道局の経営改革事例について」（大分市）
・�「経営戦略の策定（改定）について」（秦野市）
・�「公営企業のDXについて」（湖西市）
・�「町田市の新公会計制度」（町田市）
・�「富山市の公共施設マネジメント戦略について」（富山市）

基本的制度や先進自治体の取組に関する講義などを追加しました。

JFM　eラーニングの特徴
○いつでも JFMホームページで申込可能	 ○無料
○申込翌日から受講可能	 ○講義単位で受講可能
○先進自治体の取組に関する過去の講義動画を保存・配信

2024年（令和 6年） 1月29日　10第3267号

情　報

　８月より順次新たな eラーニングコンテンツを配信しています。また、過去に配信した先進自治体の取
組の動画について、オンデマンドによる視聴が可能です。
　いずれもみなさまが抱える課題に関して気づきが得られるコンテンツとなっています。
　ぜひご活用ください。

【eラーニング】コンテンツの追加・過去の講義を配信しています

●最新の情報は機構HPでご確認ください。
●お申込みも機構HPより受け付けています。

JFM　ｅラーニング 検 索
https://www.jfm.go.jp/support/e-learning/e-learning.html

 ☎	 ファイナンス支援課：03-3539-2677
📧	 chihoushien@jfm.go.jp（共通）

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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パ
ー
シ
ー
ち
ゃ

パ
ー
シ
ー
ち
ゃ
んん
・・
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん

ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
頃
、
全
国
的

に
ご
当
地
キ
ャ
ラ
が
流
行
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
望
む
声
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
御
代
田
町
観
光
協
会
主

体
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
全
国
に
公

募
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
を
選
定
し
た
後
、

名
前
も
全
国
公
募
し
、
一
番
多
か
っ
た
「
み

よ
た
ん
」
に
決
定
し
ま
し
た
。「
み
よ
た
ん
」

が
か
ぶ
っ
て
い
る
帽
子
は
町
花
・
や
ま
ゆ
り

を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
毎
年
7
月
最
終
土
曜
日

に
開
催
さ
れ
る
「
龍
神
ま
つ
り
」
の
龍
と
、

御
代
田
町
の
名
山
・
浅
間
山
が
描
か
れ
、
町

特
産
品
の
高
原
野
菜
レ
タ
ス
を
模
し
た
ポ

シ
ェ
ッ
ト
を
肩
か
ら
か
け
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
「
み
よ
た
ん
」
は
、
平
成
24
年
（
2
0
1
2

年
）
4
月
に
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
正

式
に
誕
生
し
て
以
来
、
御
代
田
町
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
を
主
な
活
動
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
に
、
大
野
町

の
特
産
品
を
P
R
す
る
た
め
に
誕
生
し
た

「
パ
ー
シ
ー
ち
ゃ
ん
」
と
「
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
」。

「
パ
ー
シ
ー
ち
ゃ
ん
」
は
、
大
き
く
て
甘
い
富

有
柿
を
、「
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
」
は
全
国
有
数
の

バ
ラ
苗
の
生
産
地
と
し
て
、
大
野
町
の
魅
力

を
多
く
の
方
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
8
月
中
旬
頃

に
、
黒
野
駅
レ
ー
ル
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る

「
夏
ま
つ
り
大
野
お
ど
り
」
に
は
、
法
被
を
着

た
「
パ
ー
シ
ー
ち
ゃ
ん
」
が
参
加
し
、
参
加

者
と
一
緒
に
大
き
な
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
踊
り

ま
す
。
ま
た
、
約
1
5
0
種
2
0
0
0
株
の

バ
ラ
が
植
栽
さ
れ
た
「
大
野
町
バ
ラ
公
園
」

で
は
毎
年
5
月
に
「
バ
ラ
ま
つ
り
大
野
」
を

開
催
し
、「
ロ
ー
ズ
ち
ゃ
ん
」
が
満
開
の
バ
ラ

と
と
も
に
訪
れ
た
人
々
を
お
迎
え
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
町

の
P
R
活
動
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

好奇心旺盛でちょっとおっちょこ
ちょいな猫の男の子。趣味は山登り
をして、猫ちぐらでお昼寝すること。
炊き立ての関川産コシヒカリとボヤ
（魚）が大好物。口癖の「さすけね」
は関川村の方言で「ノー・プロブレ
ム（問題ない）」の意味。

御
代
田
町
の
レ
タ
ス
畑
で
誕
生
し
、
農
家
で
育
て
ら
れ

る
。
散
歩
中
に
御
代
田
町
観
光
協
会
の
人
に
ス
カ
ウ
ト

さ
れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
特
技

は
カ
ー
リ
ン
グ
。
龍
神
ま
つ
り
と
レ
タ
ス
の
収
穫
が
好
き

で
、
趣
味
は
や
ま
ゆ
り
の
栽
培
と
浅
間
山
登
山
。

2011年11月23日生まれ。パーシーちゃん（写
真左）は元気で陽気な男の子で、「大野おどり」
が得意。ローズちゃん（写真右）は情熱的な女
の子で、綺麗で美しいバラを育てることが得
意。２人とも虫が苦手。

　「
に
ゃ
ん
吉
」
は
、
平
成
21
年
（
2
0
0
9

年
）
に
開
催
さ
れ
た
村
の
名
所
を
ま
わ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
誕
生
し
ま
し
た
。
ワ
ラ
で
編
ま

れ
た
猫
用
ベ
ッ
ド
「
猫
ち
ぐ
ら
」
が
村
の
特

産
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
猫
が
モ
チ
ー
フ
で

す
。
ギ
ネ
ス
認
定
の
長
さ
82
・
8
ｍ
の
竹
と

ワ
ラ
で
作
ら
れ
た
世
界
一
長
い
蛇
が
練
り
歩

く
「
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」
に
ち
な
ん
だ

友
だ
ち
の
蛇
「
も
ん
じ
ゃ
」
を
頭
に
載
せ
て

い
ま
す
。ま
ん
丸
お
め
め
と
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
こ
、
黒
い
ゴ
ム
長
靴
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
後
も
継
続
し

て
、
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
P
R

活
動
に
従
事
し
、
村
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
4
月

1
日
付
け
で
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
語
尾

に
「
～
に
ゃ
」
と
つ
け
る
か
わ
い
い
話
し
言

葉
で
、
村
の
P
R
活
動
に
お
い
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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現
在
、
世
界
を
見
回
し
て
も
日
本
の
少

子
高
齢
化
率
は
世
界
一
で
あ
る
。
経
済
的

に
豊
か
と
さ
れ
た
日
本
は
今
後
抱
え
る
課

題
の
先
進
地
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
敗
戦

後
の
復
興
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ

た
。
し
か
し
戦
後
か
ら
始
ま
り
平
成
前
半

ま
で
右
肩
上
が
り
の
日
本
は
も
う
戻
ら
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
。

戦
後
は
多
く
の
地
域
に
住
ん
で
い
た
若

い
世
代
の
国
民
が
東
京
を
は
じ
め
と
し
た

都
市
部
に
就
職
や
進
学
を
し
た
。
地
方
の

多
く
の
働
き
手
が
都
市
部
に
集
中
し
移
り

住
ん
で
い
っ
た
。当
時
は
そ
れ
が
正
で
あ
り

負
に
な
る
こ
と
な
ど
考
え
も
さ
れ
な
か
っ

た
。し

か
し
今
の
時
代
は
地
域
の
過
疎
化
は

少
子
化
、
高
齢
化
と
共
に
一
気
に
加
速
し

て
い
る
。
都
市
、
地
方
と
分
け
ず
と
も
日

本
全
体
で
人
口
減
少
し
て
い
る
。

将
来
推
計
人
口
（
令
和
５
年
推
計
）
に

よ
る
と
、
残
念
な
が
ら
、
少
な
く
と
も

2
0
7
0
年
ま
で
は
人
口
が
増
え
る
こ
と

は
な
い
。
人
口
増
、
少
子
化
に
歯
止
め
、

高
齢
社
会
の
明
る
い
世
の
中
を
政
策
と
し

て
掲
げ
る
こ
と
も
必
要
だ
。
そ
の
一
方
で

は
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
人
口
減

に
な
っ
た
世
の
中
を
築
く
想
像
力
が
必
要

で
あ
る
。
い
ま
ま
さ
に
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
民
間

も
行
政
も
人
口
減
少
の
中
で
主
要
な
政
策

と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

の
波
に
の
り
地
域
も
人
口
減
の
社
会
を
見

据
え
た
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

有
田
町
で
も
18
歳
を
迎
え
高
校
な
ど
を

卒
業
す
る
と
進
学
、
就
職
等
で
毎
年
多
く

の
若
者
が
こ
の
地
を
出
て
い
く
。「
18
歳

の
壁
」「
18
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
地
元
志
向
の
人
も
微

増
し
た
が
大
き
な
歯
止
め
と
は
な
っ
て
い

な
い
。
や
は
り
働
く
場
所
が
あ
る
こ
と
が

若
者
が
町
に
住
み
続
け
る
大
き
な
要
因
で

あ
る
。
当
町
と
し
て
も
製
造
系
の
企
業
誘

致
の
た
め
の
工
業
団
地
造
成
の
計
画
、
そ

し
て
Ｉ
Ｔ
・
事
務
系
な
ど
の
企
業
誘
致
に

も
積
極
的
に
動
い
て
い
る
（
過
去
6
年
間

で
5
社
）。

有
田
町
は
、
農
業
（
畜
産
業
、
兼
業
農

家
）
と
窯
業
（
有
田
焼
）
が
町
の
主
産
業

で
あ
る
。
近
隣
の
市
町
に
は
多
く
の
企
業

が
あ
り
、
町
民
の
方
々
も
そ
ち
ら
で
働
か

れ
て
い
る
。
日
本
の
中
で
も
窯
業
と
い
う

同
じ
業
種
だ
け
で
約
４
００

年
間
も
続
い

て
い
る
町
は
な
い
。
こ
の
特
色
あ
る
町
を

訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
も
、
コ
ロ
ナ
禍
後
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
大
変
増
え
て
い

る
。
し
か
し
、
町
内
で
は
空
き
家
や
空
き

店
舗
が
増
え
て
い
る
。
独
居
老
人
の
方
も

多
く
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
も
お
仏
壇

を
残
し
た
ま
ま
ほ
ぼ
空
き
家
状
態
で
あ

る
。
都
市
住
民
の
方
の
心
情
も
理
解
で
き

る
が
、
町
中
は
寂
し
く
な
っ
て
い
く
ば
か

り
だ
。

そ
の
よ
う
な
地
域
が
増
え
て
い
る
と
嘆

く
一
方
で
、
都
市
部
で
は
大
き
な
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
群
が
建
ち
並
ぶ
活
況
ぶ
り
だ
。

片
や
賑
や
か
だ
っ
た
地
域
は
縮
ん
で
い

き
、
狭
い
都
市
部
は
「
縦
」
に
伸
び
て
い

く
。
こ
れ
が
今
の
日
本
の
現
状
で
あ
る
。

い
ま
こ
そ
発
想
を
転
換
す
る
機
会
だ
。

こ
の
都
市
部
の
狭
い
と
こ
ろ
を
上
に
伸
ば

し
て
住
む
の
で
は
な
い
。
地
域
の
空
き
家

や
空
き
事
務
所
な
ど
を
再
活
用
し
て
歯
抜

け
状
態
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
埋
め
て
い

く
。
も
う
一
度
町
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
発

想
が
必
要
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
場
所
を
選
ば

な
い
働
き
方
が
可
能
な
職
種
や
、
地
域
で

し
か
味
わ
え
な
い
職
種
も
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。
町
中
の
空
き
家
を
開
放
す
べ
き

で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
、
民
宿
等
創
造
で

き
る
。
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス

が
描
け
、
事
務
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

が
可
能
で
あ
る
。「
自
由
自
在
」
に
創
造
す

る
機
会
だ
。
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
活
用
法

だ
。
ア
ル
ベ
ル
ゴ
デ
ィ
フ
ー
ゾ
的
思
考
だ
。

ア
ル
ベ
ル
ゴ
デ
ィ
フ
ー
ゾ
は
、
イ
タ
リ

ア
で
始
ま
っ
た
、
街
中
や
集
落
の
古
民
家

を
客
室
と
し
、
一
体
で
宿
泊
経
営
を
行
う

分
散
型
宿
泊
施
設
の
考
え
方
で
あ
る
。
空

き
家
を
活
用
し
た
分
散
型
の
宿
で
あ
る
。

有
田
町
も
十
分
に
取
り
組
む
価
値
が
あ

る
。
既
存
の
活
か
し
き
れ
な
い
資
産
を
、

地
域
の
皆
で
運
営
に
あ
た
る
。
地
域
の
方

の
収
入
も
上
が
り
関
係
人
口
増
に
、
そ
し

て
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
個
性
が
あ
る
ア
ル
ベ
ル
ゴ
デ
ィ
フ
ー

ゾ
風
が
あ
っ
て
い
い
。
有
田
町
は
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
通
り
が
あ

り
、
古
民
家
で
空
き
家
も
沢
山
あ
る
。
こ

の
通
り
は
多
く
の
欧
州
の
観
光
客
に
も
喜

ば
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

い
ま
こ
そ
、
も
う
一
度
地
域
を
「
横
」

に
展
開
す
る
時
で
は
な
い
か
。

縦
か
ら
横
へ

松ま
つ

尾お

　
佳よ

し

昭あ
き

佐
賀
県
有あ

り

田た

町
長
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